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梅雨入りの早かった今年は、運動会の練習も雨の合間を縫って取り組んできましたが、２２

日（土）の準備、２３日（日）の本番ともに好天に恵まれ、予定通り最高のコンディションの

中で運動会を実施することができました。ご観覧いただきました保護者の皆様、また運営面で

ご協力いただきましたＰＴＡの方々には、心よりお礼申し上げます。おかげをもちまして、参

加した子供たちもそれぞれに達成感を得ることができたようです。私たち職員から見ても、こ

の運動会に向けた取組を通して、４月スタート時の子供たちから、着実に成長してきていると

感じたことでした。コロナの変異株も出現し、学校行事の開催が一層難しくなる状況ではあり

ますが、慎重な状況判断のもと、基本的な感染対策の徹底や ICT 機器の活用等の工夫を講じ

て実施することで、行事を通した子供たちの育ちを保障していくことも大事にできればと願う

ところです。そうした意味では、今回の運動会でタブレットを活用し、ZOOM により他学年

の競技・演技を教室内で視聴したり、開･閉会式の人数を削減したりしたことも新たなチャレ

ンジだったと思っています。

子供たちには今回の運動会への取組で学んだことを、それぞれの学年で今後の生活に生かし

ていってほしいと思います。以下は、当日の様子です。

低学年と６年代表による開会式（ラジオ体操） ３年生の徒走（走り終わっても密を避けて整列）

中学年の表現「南中ソーラン」低学年の表現「紅蓮華（ぐれんげ）」

高学年の表現「さぁ鐘をならせ」
他学年の演技を ZOOM で観る子供たち


